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軸に沿った1次元経路の最適な周期 M は ユ/I-2/71(a-1-1Tはサイト当たりの eg電子数)
になることが示されているので [17],.tl-1/2の場合,A,I-4となる.そこで,24通 りの経路
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となる.これを用いて t^J･Tを計算すると,

























4(a)に挙げた経路に沿って,1つの eg電子が運動 していると考えよう･軌道は eg電子の
ホッピング方向に分極するので,㍗(y-)方向に沿った直線部分では,位相は常にEi-Ox-27T/3
(Ei-Oy-47T/3)で与えられる･つまり.電子が直線部分を走っている限り,トポロジカル項

































W-2m+1の WC構造を表し,それが u,.-2m+2,2m+3,- の娘状態の経路を産み出す.


















































のように決まる.ここで重要な性質は,繰 り込まれた頂点 &とβであり,電子が局在 して




















り出されない.特に,m-()の母状態 (U,-1)および娘状態 (W-2および 3)のうち,最短の
1次元経路が図 5(a)-(C)に示されている.なお,軌道の形を描 くためにEJT-2tとして平均
場近似を実行したが,本質的な物理は近似や EJT の値には依存しない..tl-1/2においては,


















三 三 三 --i_
(a)x=1/2(W=1)
(d)x-2/3(W-1) (e)x-3/4(W-1)
図 5:(a).r-1/2における tLl-1の経路.それぞれのサイトで,軌道の大きさは EJT-2tで
計算された軌道密度 (.bib)に比例している.(b).1.-2/3における W-2のBS構造経路.(C)























































けであるが,それらを平均場近似によってまとめて取 り扱 う.詳細は文献 【6]を参照して頂
くことにして,最終的に次のような平均場近似のハ ミルトニアンが得られる.




















ド歪みをあらわに考慮 して最適化を実行 しても,結局ブリージングモード歪みは発生 しな
いという結果が得られている.そこでこの章では,簡単のため βを無限大に取ってブリー
ジングモード歪みを最初から抑えてしまうことにする,
図 7(a)は,いくつかの磁気秩序状態に対 して,平均場近似で求めたエネルギーを ･IAF に
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